
講演会の感想	
 

	
 

八坂貴宏先生：離島医療における長崎スタイル	
 

・	
 住民の理解度や協力、支援が必要であると感じた。	
 

・	
 ユニークなお話できちんと高い理念の下には人が集まると感じました。	
 

・	
 地域医療には総合医＋専門医また地域住民との連携が必要と感じた。	
 

	
 

押淵徹先生：平戸の地域医療	
 

・	
 地道に努力されている先生の活動に非常に敬意を感じました。	
 

・	
 市町村の負担を少なくするように健康管理をおこなわなければと感じた。	
 

	
 

有吉紅也先生：地域医療	
 国際医療	
 

・	
 地域の社会的背景を知ることの重要性	
 

・	
 以外な内容でしたが、当然直面する実践的な問題に気づかせていただきました。	
 

・	
 感染症は病原体だけではなく、社会的背景を知ること、熱帯医学はグローバルな医学で

あると感じた。	
 

	
 

色平哲郎先生：金持ちよりも心持ち～信州の山村診療所での経験	
 

・	
 事前期待度が上がると雑某が増す	
 

・	
 医師語と村語	
 

・	
 自分と全く違った視点で考える機会を与えて頂き、有難うございました。	
 

・	
 病気だけでなく、その人を知ることが大切であると感じた。	
 

	
 

その他	
 

・皆さん頑張っているのに大変感動しました。自分の小ささをすごく感じつつも明日から

頑張ろうと思いました。有難うございました。	
 

・それぞれ先生方の考え方や地域での活躍、熱意が伝わりとても良かったです。	
 

・	
 鈴木勇次先生のお話をもっと聞きたかった。	
 

・	
 どの先生方の講演会も興味深く聞かせて頂きました。長い時間でしたが、それを感じさ

せない程、時間が早く過ぎました。今回はじめての参加でしたが、次回もぜひ参加させ

ていただきたいと思いました。	
 

	
 


